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1. 研究の目的                        

干潟は平坦な砂または泥からなる海岸地形の一つであり，潮汐により

干出と冠水を繰り返している．干潟は高い生産性や浄化機能を有し，そ

の機能に着目して干潟の保護や造成が行われるようになっている．広島

県広島市内にある太田川放水路中流域では良好な干潟が形成され，フク

ド，ハマサジなどの塩生植物の群落がみられる．感潮河川の環境を適切

に保全していくためには，干潟環境に影響を与える物理的特徴を知る必

要がある．そこで，本研究では太田川放水路の河口干潟を対象に，干潟

の物理的な特性の一つである干潟地盤内の塩分の変動特性を明らかにす

ることを目的とする． 

2. 観測概要                     

太田川放水路河口から約 5.0km 上流の左岸側に形成されて

いる干潟地盤内と水路最深部において，2008 年 1 月 1~31 日

にわたって水位塩分計により水位，塩分の連続観測を行った．

観測地点を図図図図-1(a)に示す．干潟地盤での水位塩分計の設置位

置は図図図図-1(b)に示しており，水路での水位塩分計の河床からの

設置高さは 0.2，1.2，2.2，3.2，4.2mである．また，2008年 1

月 10日に地盤内の塩分が水路水に及ぼす影響を調べるため， 

水路横断面内で多項目水質計を用いて塩分鉛直分布を測定し

た． 

3. 観測結果，考察                     

    図図図図-2(a),(b)は,干潟及び水路

における水位の経時変化であ

る．図図図図-2(b)の灰色の部分は，デ

ータ回収及び観測井戸のメン

テナンスによりデータが欠損

している．図図図図-2(a)より干潟干出

時には地下水位が水路の水位

より高くなっていることがわ

かる．また，左岸側に近いほど

地下水位は高く維持され，地下

水位は干出時には 10cm~15cm

程低下する．図図図図-2(b)より，地盤

内の塩分は護岸側に近いほど

高い．冠水時には水路塩分が干

潟で測定した塩分よりも高くなって 
図図図図-2  地下水及び水路水位(a)，地下水及び水路塩分の経時変化(b) 

図図図図-1 観測地点(a)と横断面形及び測器の配置(b) 



 

 

 

 

 

盤内に浸透する．しかし，

St.1 は干出しているが，St.2 は冠水している．このため，

低濃度の塩分が浸透しない St.1の方が St.2より塩分が高

くなっていると考えられる．  

    図図図図-2(b)より，干潟地盤内の長期的な塩分変

動はほぼ変化はないが，水路において，小潮

期に塩分は低下し，大潮期で上昇している．

また，1月 13日から 18日にかけて St.2にお

ける塩分が低下している．これは，図図図図-4の水

路流量の経時変化より，放水路に流入する流

量が増加したため，塩水の流入量が減少し，

それに応じて水路中央付近にあるSt.2の塩分

が低下したと考えられる．St.1 では徐々に塩

分が低下しているが，ごくわずかである． 

    図図図図-5 の水路における大潮期の上げ潮での

塩分の横断分布図であり，図図図図-5(a)が 2008年 1

月10日午前7時45分のデータ，図図図図-5(b)が2008

年 1月 10日午前 9時 45分のデータとなって

いる．図図図図-5(a)では左岸側で塩分が高く，図図図図

-5(b)では上層を除いて塩分はほぼ一定の値

を取る．図図図図-5(a)で左岸側の底層塩分が高くな

っているのは，先程述べたように，地盤内の

塩分が護岸側に近い方ほど高いまま維持さ

れているためである．これらのことからから

地盤内の高塩分が水路に流出した可能性が

考えられる． 

 

 

4. 結論                     

・ 潮汐により地下水位は支配され，干潟干出時には地下水位が水路水位より高くなる． 

・ 干潟地盤内の塩分は護岸側に近いほど高くなり，変動はほとんどないが，水路流入量が増加すると，地盤内の

塩分は潮汐の影響により徐々に低下していく． 

・ 大潮期の上げ潮において底層塩分が高くなっており，干潟地盤内の高塩分が水路に流出していることが考えら

れる． 
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